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（参考）新旧対照表

○ 一部負担金の徴収猶予及び減免並びに保険医療機関等の一部負担金の取扱いにつ

いて

（昭和３４年３月３０日保発第２１号厚生省保険局長通知）

改正後（新） 改正前（旧）

第一 一部負担金の徴収猶予及び減免 第一 一部負担金の徴収猶予及び減免

一 一部負担金の徴収猶予 一 一部負担金の徴収猶予

保険者は、一部負担金の支払又は 保険者は、一部負担金の支払又は

納付の義務を負う世帯主又は組合員 納付の義務を負う世帯主又は組合員

（以下「世帯主又は組合員」という （以下「世帯主又は組合員」という

。）が次の各号のいずれかに該当し 。）が次の各号のいずれかに該当し

たことによりその生活が困難となっ たことによりその生活が困難となっ

た場合において必要と認めるときは た場合において必要と認めるときは

、その者に対し、その申請により、 、その者に対し、その申請により、

６箇月（ただし、急患等として保険 ６箇月以内の期間を限って、一部負

医療機関等を受診した被保険者に係 担金の徴収を猶予するものとするこ

る一部負担金の支払又は納付につい と。この場合において当該世帯主又

ては、資力の活用が可能となるまで は組合員が保険医療機関等に対して

の期間として最長１年）以内の期間 当該一部負担金を支払うべきである

を限って、一部負担金の徴収を猶予 ときは、当該保険医療機関等に対す

するものとすること。この場合にお る支払に代えて当該一部負担金を直

いて当該世帯主又は組合員が保険医 接に徴収することとし、その徴収を

療機関等に対して当該一部負担金を 猶予することができること。

支払うべきであるときは、当該保険 １ 震災、風水害、火災、その他こ

医療機関等に対する支払に代えて当 れら類する災害により死亡し、障

該一部負担金を直接に徴収すること 害者となり、又は資産に重大な損

とし、その徴収を猶予することがで 害を受けたとき。

きること。 ２ 干ばつ、冷害、凍霜害等による

１ 震災、風水害、火災、その他こ 農作物の不作、不漁、その他これ

れら類する災害により死亡し、障 らに類する理由により収入が減少

害者となり、又は資産に重大な損 したとき。

害を受けたとき。 ３ 事業又は業務の休廃止、失業等

２ 干ばつ、冷害、凍霜害等による により収入が著しく減少したとき

農作物の不作、不漁、その他これ 。

らに類する理由により収入が減少 ４ 前各号に掲げる事由に類する事

したとき。 由があつたとき。

３ 事業又は業務の休廃止、失業等
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により収入が著しく減少したとき

。

４ 前各号に掲げる事由に類する事

由があつたとき。

二～六 （略）

第二 （略）

二～六 （略）

第二 （略）


